
 

様式第１号 

令和２年 ６月２６日 

 

  文部科学大臣 殿 

 
学校法人 東京歯科大学 

理事長 井 出 吉 信 

 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 東京歯科大学短期大学 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

大学・短期大学・高等専門学校・専門学校 

大学等の所在地 東京都千代田区神田三崎町２－９－１８ 

学長又は校長の氏名  学長 鳥 山 佳 則 

設置者の名称 学校法人 東京歯科大学 

設置者の主たる事務所の所在地 東京都千代田区神田三崎町２－９－１８ 

設置者の代表者の氏名 理事長 井 出 吉 信 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.tdc.ac.jp/tabid/706/Default.aspx 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取



  

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号（まとめ） 
法人庶務課長・田口 睦 

総務課長・百﨑 和浩 

03-5275-1573 

03-6380-9297 

mtaguchi@tdc.ac.jp 

momozaki@tdc.ac.jp 

添付資料Ⅰ,Ⅱ 法人経理課長 長谷川雄教 03-5275-1579 keiri@tdc.ac.jp 

添付資料Ⅲ 総務課長・百﨑 和浩 03-6380-9297 momozaki@tdc.ac.jp 

第２号の１ 総務課長・百﨑 和浩 03-6380-9297 momozaki@tdc.ac.jp 

第２号の２ 法人庶務課長・田口 睦 03-5275-1573 mtaguchi@tdc.ac.jp 

第２号の３ 総務課長・百﨑 和浩 03-6380-9297 momozaki@tdc.ac.jp 

第２号の４-①-1 法人経理課長 長谷川雄教 03-5275-1579 keiri@tdc.ac.jp 

４-①-3 総務課長・百﨑 和浩 03-6380-9297 momozaki@tdc.ac.jp 

（別紙） な  し   
 
○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 

☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 

mailto:momozaki@tdc.ac.jp
mailto:momozaki@tdc.ac.jp
mailto:momozaki@tdc.ac.jp


 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東京歯科大学短期大学 
設置者名 学校法人東京歯科大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

歯科衛生学科 
夜 ・

通信 
  60.5 60.5 10  

専攻科 

歯科衛生学専攻 

夜 ・

通信 
  25 25 4  

 

 
夜 ・

通信 
  

  
 

 
 

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/724/Default.aspx 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 ⇒該当なし 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
 
 
 

学校名 東京歯科大学短期大学 
設置者名 学校法人東京歯科大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/college/introduction/tabid/108/Default.aspx 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 歯科医師 
2020.6.1 ～

2023.5.31 

多様な経験・知見を

自律的な大学運営

に生かす 

非常勤 
公立学校共済組合理事

長 

2020.6.1 ～

2023.5.31 

多様な経験・知見を

自律的な大学運営

に生かす 

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東京歯科大学短期大学 

設置者名 学校法人東京歯科大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

前年度の10月～11月に次年度の学年暦を作成すると同時に授業予定の作成を行う。

教授会の承認後、各担当教員に授業計画の作成を依頼する。 

各担当から作成された授業計画をとりまとめ、前年度末にはホームページに掲載

し、教員、学生に周知を行うこととしている。 

授業計画書の公表方法 
本学 HPで公表 

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/724/Default.aspx 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
授業科目の評価については、教員が担当科目について、シラバスに基づいて評価す

る。期末に試験を行って評価している。各期末の結果は、学年主任、副主任から学生

に通知している。学年主任、副主任は学生の学習状況を把握し、教育課程の科目や実

習についての修得を支援している。歯科衛生学科では、科目の単位取得に加えて、卒

業研究を義務づけており、学修の成果を確認することとしている。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
東京歯科大学短期大学試験規程（抜粋） 

第６条 各科目の試験の評価は、各科目 6.0点以上を合格とし、6.0点未満を再試験の対

象とする。 

第７条 各学年で履修した全科目の平均が 6.0 点以上(Grade Point Average (以下、

「GPA」という。) 制度における GPA 1.0 以上) の者を進級させる。ただし、6.0点未満 

(GPA制度における Grade D) の科目が３科目以上ある者は原級に留める。 

２ GPA制度の評価基準については、別表１のとおりとする。 

 

別表１ GPA (Grade Point Average) 制度による評価基準 

評価点数の対比 
Grade 

Grade Point 

 (GP)  10.0点 GPA スコア 

9.0～10.0 4.0 S 4 

8.0～8.9 3.0～3.9 A 3 

7.0～7.9 2.0～2.9 B 2 

6.0～6.9 1.0～1.9 C 1 

0.0～5.9 0.0～0.9 D 0 

    

 (当該学年で評価を受けた科目で得たGP×その科目の単位数)の総和 

GPA =  

        当該学年で履修した科目の単位数の総和 

 

単位数：東京歯科大学短期大学学則の別表１に定める単位数を指す。 

 

GPAについては、令和 2年度から適用する。 

添付資料の成績分布資料は、昨年度までの設定であり、全科目の合計点の平均点から求

めている（10点満点で点数化）。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学 HPで公表 

https://www.tdc.ac.jp/Portals/0/images/jc/information/j

c-hyoukakijun.pdf 



  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、ディプロマ・ポリシー（養成する人物像／学位授与の方針）を以下のよ

うに定めて公表している。 

１．歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個

人の健康を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材 

２．高齢社会の進展に伴い必要とされる歯科医療の変化を把握し対応できる人材 

３．医療、介護の総合的な確保が地域包括ケアシステムにおいて推進される中で、

専門職として多職種と協働して歯科保健医療が提供できる人材 

４．教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域社会の種々な場に対応できる

人材 

 

東京歯科大学短期大学学則（抜粋） 

歯科衛生学科 

（課程の修了） 

第 18条 本短期大学に３年以上在学し、全教育課程を修了し、所定の試験を合格し

た者には、卒業証書・学位記を授与する。 

２ 卒業者には、短期大学士（歯科衛生学）の学位を授与する。 

 

歯科衛生学専攻 

（修了） 

第 52条 専攻科に１年以上在学し、別表２に規定する単位数を修得した者について

は、教授会の議を経て学長が修了を認定する。 

２ 学長は、修了を認定した者に対して、修了証書を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/380/Default.aspx 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 東京歯科大学短期大学 

設置者名 学校法人東京歯科大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.tdc.ac.jp/college/information/tabid/492/Default.aspx 
収支計算書又は損益計算書 http://www.tdc.ac.jp/college/information/tabid/492/Default.aspx 
財産目録 http://www.tdc.ac.jp/college/information/tabid/492/Default.aspx 
事業報告書 http://www.tdc.ac.jp/college/information/tabid/492/Default.aspx 
監事による監査報告（書） http://www.tdc.ac.jp/college/information/tabid/492/Default.aspx 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/725/Default.aspx 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 歯科衛生学科 

教育研究上の目的（公表方法：本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/380/Default.aspx） 

（概要） 

1.歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の健康

を増進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材 

2. 高齢社会の進展に伴い必要とされる歯科医療の変化を把握し対応できる人材 

3. 医療、介護の総合的な確保が地域包括ケアシステムにおいて推進される中で、専門職と

して多職種と協働して歯科保健医療が提供できる人材 

4. 教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域社会の種々な場に対応できる人材 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/380/Default.aspx） 

（概要） 

歯科衛生学科では、所定の 108 単位を取得した者に学位を授与する。歯科衛生学専攻で

は、所定の 31単位を修得した者については、教授会の議を経て学長が修了を認定する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/380/Default.aspx） 

（概要）1.歯科衛生士業務である歯科疾患の予防処置、歯科診療補助及び歯科保健指導の

専門性を高めるために、時代に対応した高度な歯科医療に関する知識及び技能を修得する。 

2.高齢社会において、楽しく、美味しく、安全な食事を支援するためには、食べる機能を

担う口腔機能の維持増進が重要という考えから、口腔機能の変化や機能障害を把握し、統

合して支援を行うための知識と技能と態度を修得する。 

3.医学歯学のみならず、福祉など幅広い分野を学び、これらを統合して身につけることに

よって、医療・福祉の各領域の視点を持ちつつ、多職種と協働しながら、歯科衛生の立場

から総合的な知識と技能を駆使して人々の健康づくりに寄与するための知識と技能と態度

を修得する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 HPで公表 

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/380/Default.aspx） 

（概要）常に向上心をもって医療人としての倫理観と高い人間性を追求し、国民に信頼さ

れる専門的な知識と技術を持つ学生の教育を理念としています。 

このため、向上心を持ち、国民に貢献する意欲があり、歯科衛生士にとって必要な歯科医

学を修得するための基礎学力のある女子を受け入れることとしています。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学 HP で公表 https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/722/Default.aspx 

 

  

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/722/Default.aspx


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

歯科衛生学科 － 3人 1人 4人 2人 0人 10人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 人 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学 HPで公表 

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/724/Default.aspx 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

歯科衛生学科 50人 52人 104.0％ 150人 153人 102.0％ 0人 0人 

合計 50人 52人 104.0％ 150人 153人 102.0％ 0人 0人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

歯科衛生学科 
47人 

（100％） 

10人 

（21.3％） 

36人 

（76.6％） 

1人 

（2.1％） 

合計 
47人 

（100％） 

10人 

（21.3％） 

36人 

（76.6％） 

1人 

（2.1％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

前年度の 10 月～11 月に次年度の学年暦を作成すると同時に授業予定の作成を行う。教授会

の承認後、各担当教員に授業計画の作成を依頼する。 

各担当から作成された授業計画をとりまとめ、前年度末にはホームページに掲載し、教員、

学生に周知を行っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

1.歯科衛生士として歯科疾患の予防及び口腔衛生の向上を図ることを通じて、個人の健康を増

進させ、人々の健康づくりを支援できる能力をもつ人材 

2. 高齢社会の進展に伴い必要とされる歯科医療の変化を把握し対応できる人材 

3. 医療、介護の総合的な確保が地域包括ケアシステムにおいて推進される中で、専門職とし

て多職種と協働して歯科保健医療が提供できる人材 

4. 教養と自己開発能力を有する自律性を持ち、地域社会の種々な場に対応できる人材 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
歯科衛生学科 108単位 有・無 単位 

歯科衛生学専攻 31単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任

意記載事項） 
公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/385/Default.aspx 

http://www.tdc.ac.jp/jc/applicants/tabid/516/Default.aspx#anchor01 

 

  

http://www.tdc.ac.jp/jc/introduction/tabid/385/Default.aspx


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

歯科衛生 700,000円 300,000 円 300,000円  

歯科衛生

学専攻 
500,000円 100,000 円 100,000円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）本学では、学生の修学支援体制として、個々の学生の学修進度や習熟度に対応した

個別指導ができるよう、第 1 学年～第 3 学年、専攻科それぞれに主任 1名、副主任 2名を置

き、きめ細かな修学指導を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）歯科衛生学科では、第 3学年前期に「キャリアデザイン」を配当し、自らの歯科衛

生士としてのキャリアパスについて考える機会を提供する。第 3学年後期に配当している

「臨床・臨地実習Ⅲ」においては、自らが希望する専門性を有する実習施設を選択させるこ

とにより、臨床実習そのものの学修効果に加え、自らが志した歯科衛生士という職業につい

て実地での理解を深める。専攻科では、臨床臨地特別実習、チーム医療特別実習を通じ、自

らの進路選択への意識向上と、卒業後の就職に向けたいわゆるインターンシップとしての効

果を図っている。 

 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）水道橋病院内科医師を学校医として置き、教学課を中心に学生から体調面の不調の

連絡を受けた場合等、各学年主任、副主任と密に連携を取りながら対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：本学 HPで公表 

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/722/Default.aspx 

https://www.tdc.ac.jp/jc/tabid/724/Default.aspx 

 


